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近
世
末
期
隠
岐
島
水
産
物
商
品
化
の
展
開
過
程
と

流
通
形
態
の
歴
史
地
理
学
的
研
究

田

中

長邑
.5!.. 

治

て
研
究
目
的

ご
、
文
政
期
に
お
け
る
隠
岐
と
松
江
と
の
商
品
流
通
の
特
色
(
水
産
物
)

三
、
隠
岐
と
伯
者
と
の
商
品
流
通

回
、
遠
隔
地
市
場
へ
の
商
品
積
出

五
、
錫
の
対
外
輸
出

六
、
隠
岐
に
お
け
る
水
産
物
商
品
化
の
展
開
過
程
と
そ
の
意
義

七
、
近
世
後
期
の
本
土
漁
民
の
隠
岐
島
出
漁
と
そ
の
流
通
問
題

八
、
結
び

一
、
研
究
目
的

岡山・の

m
E仏
当
阻
止
は
太
平
洋
諸
島
の
開
発
を
論
じ
た
著
書
の
中
で

T
V
南
太
平
洋
諸
島
、
特
に
フ
ィ
ジ

l
諸
島
、
サ
モ
ア
諸
島
、
ソ
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シ
エ
テ
諸
島
等
で
は
十
八
世
紀
以
後
、
欧
米
人
に
よ
り

ω
g仏
曲
目
・
唱
。
。
仏
(
白
檀
)
お
よ
び
吋
同
町
田
u
s
m
(海
鼠
)
等
の
生
産
と
加
工
が
急

速
に
進
め
ら
れ
、
中
国
を
始
め
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
輸
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
生
産
、
加
工
の
た
め
加
工
用
燃
料
と
し
て
樹
木
が
伐
採
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Bartzの記した Trepangの産地を田中図化

さ
れ
、
植
相
が
荒
廃
化
し
、
又
、
労
働
力

補
充
の
た
め
、
宮
巴

g
g
u
や

昌

吉

?

ロ
g
U
の
島
々
か
ら
強
制
的
な
人
口
移
動

も
資
本
家
と
結
ん
だ
植
民
地
政
府
に
よ
り

実
施
さ
れ
、
原
住
民
の
居
住
、
食
制
、
慣

習
、
宗
教
、
言
語
等
の
あ
ら
ゆ
る
文
化
形

態
面
で
の
解
体
と
変
化
が
進
行
し
、
島
慎

独
自
の
在
来
文
化
が
消
滅
し
つ
つ
あ
る
事

を
の
ベ
、
文
化
水
準
の
高
低
差
が
極
端
に

大
な
場
合
の
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
文
化
相
の

変
容
形
態
を
指
摘
し
て
い
る
Q

又
、
明
・
回
目
立
N

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ボ

ル
ネ
オ
・
ニ
ユ
ウ
ギ
ニ
ア
・
オ
l
ス
ト
ラ

リ
ヤ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
を
め
ぐ
る
海
域
、

す
な
わ
ち
、
南
支
那
海
・
ス
ル
海
・
セ
レ

ベ
ス
海
・
ヅ
ヤ
ワ
海
・
フ
ロ
レ
ス
海
・
パ

ン
ダ
海
域
で
は
、
イ
ス
パ
ニ
ア
植
民
時
代
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か
ら
叶

Hegm
の
商
品
化
が
進
み
、
十
八
世
紀
未
よ
り
現
代
に
か
け
て
、
第
一
図
に
示
す
よ
う
な
生
産
根
拠
地
が
成
立
し
、
煎
海
鼠
が

イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
海
域
水
産
物
商
品
生
産
の
中
核
的
役
割
を
な
し
た
と
い
う
す
ヨ

近
代
初
頭
に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
・
中

中
国
に
輸
出
さ
れ
、

国
人
と
現
地
人
と
の
合
弁
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
海
域
の
水
産
物
は
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
に
輸
出
さ
れ
た
が
、
二
十
世
紀
に
入
り
、
特
に
第
二

い
わ
ゆ
る
「
綜
合
商
社
」
の
手
に
東
南
ア
汐
ア
水
産
物
の
流
通
実
権

次
大
戦
後
は
英
・
米
・
日
の
世
界
的
独
占
資
本
の
活
躍
が
強
化
し
、

は
掌
握
さ
れ
、

F
8
4
2
F
m日
が
東
南
ア
ジ
ア
栽
植
農
業
の
独
占
化
経
営
で
指
摘
し
た
巨
大
資
本
の
活
躍
が
益
々
強
大
化
し
て
農
林
水
産

資
源
の
流
通
実
権
を
掌
握
し
て
い
る
ハ
3
V

右
の
様
な
植
民
地
的
な
島
輿
の
水
産
業
の
商
品
化
形
態
に
対
し
て
、
先
進
資
本
主
義
国
家
の
島
興
群
の
水
産
業
と
そ
の
流
通
形
態
は
様

相
を
異
に
す
る
@

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
北
西
の

O
己
R
国
各
吋
丘
四
白
の
漁
業
に
つ
い
て
は
巧
邑
2
5
〉
・
出

g
B
が
詳
説
し
て
い
る

Z
V

こ
こ
で
は
島
民
の
六

O
%が
練
・
鱈
漁
業
に
従
事
し
、
漁
獲
の
八

O
%を
英
本
土
で
は
な
く
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
本
土
に
輸
出
し
て
い

る
?
市
場
条
件
が
す
ぐ
れ
ぺ
直
接
西
欧
諸
国
に
出
荷
可
能
な
の
で
、
早
く
か
ら
島
民
に
よ
る
自
己
資
本
の
経
営
が
安
定
化
し
た
、
従
っ
て

ス
コ
ッ
ト
ラ
シ
ド
側
か
ら
の
資
本
力
に
よ
る
漁
業
資
本
の
進
出
も
僅
か
で
、
在
地
資
本
が
強
固
で
あ
る
G
-

こ
う
し
た
事
実
の
歴
史
的
背
景

と
漁
獲
物
商
品
化
の
展
開
過
程
は
極
め
て
学
問
的
に
興
味
深
い
が
、
論
及
さ
れ
て
い
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

歴
史
地
理
学
の
分
野
に
と
っ
て
商
品
の
流
通
機
構
を
検
討
す
る
場
合
、
も
っ
と
も
重
要
な
事
は
商
品
流
通
の
成
立
時
期
の
解
明
、
初
期

の
流
通
機
構
の
構
造
、
そ
の
推
移
と
意
義
、
現
在
直
面
す
る
流
通
機
構
の
成
立
し
た
歴
史
的
背
景
と
当
面
す
る
問
題
点
で
あ
る
@
こ
の
解

273 

明
な
く
し
て
は
事
態
の
有
機
的
関
係
の
科
学
的
把
握
は
不
可
能
で
あ
る
ω

我
が
国
の
島
醜
部
に
お
け
る
水
産
業
の
発
展
過
程
、
そ
の
商
品
化
の
推
移
と
課
題
を
系
統
的
、
論
理
的
に
分
析
し
た
も
の
は
意
外
に
す
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く
な
く
、
五
島
、
対
馬
、
壱
岐
、
佐
渡
等
の
代
表
的
島
興
に
つ
い
て
さ
え
、
事
態
は
明
ら
か
で
な
い
@

本
稿
は
右
の
反
省
に
立
っ
て
、
例
を
隠
岐
に
と
り
、
近
世
末
期
水
産
物
商
品
化
の
側
面
よ
り
島
瞬
漁
業
の
構
造
と
そ
の
推
移
を
追
求
し

た
も
の
で
あ
る
ω

近
代
以
後
の
解
体
過
程
は
別
稿
で
追
求
し
た
い
@

ニ
、
文
政
期
に
お
け
る
隠
岐
と
松
江
と
の
商
品
流
通
の
特
色
(
水
産
物
)

文
政
十
二
年
〈
一
八
二
九
)

の
松
江
藩
か
ら
隠
岐
島
大
庄
屋
に
対
す
る
「
申
渡
」
ハ
5
u
は
次
の
如
く
で
、

隠
岐
島
水
産
物
の
松
江
城
下

積
入
れ
を
厳
命
し
て
い
る
ω

申
渡

両
島
他
国
渡
海
船
手
之
者
、
兼
御
国
政
乍
存
良
茂
、
其
捉
を
犯
候
不
時
之
仕
方
有
之
候
ニ
付
、
向
後
右
鉢
之
族
於
有
之
ハ
、
相
官
之
品
ケ
条
左
之
通

て
公
儀
御
用
俵
物
之
外
-
一
茂
、
串
物
万
一
穏
賀
、
他
国
売
、
所
々
江
翠
之
者
附
置
侯
上
、
、
及
露
顕
侯
節
ハ
重
科
厳
敷
申
付
侯
事

一
、
島
後
大
庄
屋
共
引
受
候
御
用
椎
茸
、
未
出
揃
不
申
中
、
是
又
前
条
之
趣
、
処
A
之
品
、
椎
茸
不
残
取
上
、
其
上
ュ
茂
銀
三
枚
ツ
ツ
過
科
申
付
候
事

て
綾
之
賃
銭
-
一
拘
リ
地
他
ニ
不
限
、
無
往
来
者
為
乗
組
往
返
渡
海
、
以
後
相
顕
侯
節
者
、
同
様
之
品
銀
五
枚
宛
過
料
申
付
候
事

て
誇
材
木
板
類
、
松
江
表
江
積
入
候
上
、
隠
岐
宿
手
を
不
経
、
口
銭
之
間
を
か
す
り
、
中
貿
之
者
江
相
対
致
忍
売
候
儀
、
是
迄
間
々
有
之
趣
相
関

候
ニ
付
、
以
来
中
島
屋
武
助
ぷ
御
国
内
所
々
江
隠
目
附
為
附
置
、
右
之
仕
方
見
当
り
次
第
、
積
荷
不
残
取
揚
置
、
早
速
可
訴
出
旨
、
松
江
表
御
役
所

に
お
い
て
同
人
江
申
付
有
之
候
条
、
此
旨
相
心
得
可
申
候
事

て
鯛
鰻
其
他
塩
物
、
井
干
物
、
何
等
共
松
江
表
江
積
入
候
品
、
馬
潟
、
江
角
於
両
御
番
所
、
隠
岐
宿
充
送
切
手
申
受
之
、
可
令
入
津
之
処
、
其
儀
是

以
間
均
一
滋
之
口
一
銭
ニ
拘
リ
、
他
国
問
屋
江
之
送
切
手
類
貰
請
侯
趣
、
以
後
前
条
同
様
相
心
得
可
申
事

但
、
右
二
ケ
条
尤
隠
岐
宿
承
知
、
中
買
之
手
江
相
渡
侯
儀
者
、
船
頭
共
、
武
助
と
相
対
相
談
之
上
-
-
而
ハ
可
為
勝
手
次
第
、
勿
論
其
中
間
人
口
銭

取
之
外
、
不
依
何
等
、
諸
事
扱
方
不
実
之
心
得
有
之
候
節
ハ
少
茂
不
包
有
拡
を
以
、
松
江
表
御
役
所
江
可
申
出
事

一
、
雲
隠
往
返
、
惣
而
送
物
品
々
之
内
、
船
中
船
頭
水
主
共
馴
合
、
送
元
井
居
先
キ
之
眼
を
掠
メ
外
シ
取
侯
儀
、
是
迄
先
ツ
ハ
穏
便
之
沙
汰
ニ
差
置
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候
ニ
泥
ミ
益
繕
長
御
役
所
を
軽
し
め
ル
段
、
弥
張
此
億
捨
置
候
而
ハ
、
第
一
制
度
不
行
届
次
第
、
依
之
以
後
右
様
之
仕
方
有
之
ぺ
逸
々
遂
札
明
、

盗
人
之
罪
、
吃
曲
事
可
申
付
候
事

右
之
趣
、
此
度
改
市
申
渡
侯
上
つ
堅
相
守
可
申
旨
、
両
島
廻
船
船
持
、
井
自
分
乗
一
一
統
江
不
洩
様
申
付
、
島
切
人
別
連
印
、
大
庄
屋
且
村
役
人
共
奥

書
を
以
、
受
書
可
差
出
侯
出
候
、
以
上

文
政
十
二
年
丑
正
月

御
役
所

大
庄
屋
官
蔵
殿

大
庄
屋
文
蔵
殿

大
庄
屋
甚
助
股

追
啓
、
右
申
波
書
写
取
、
何
れ
茂
宿
ム
ベ
ニ
張
置
候
様
を
も
可
有
申
付
候
、

以
上

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
松
江
藩
は
前
々
よ
り
、
隠
岐
島
産
物
の
松
江
城
下
積
入
れ
を
命
じ
て
い
た
が
、
文
政
期
に
入
り
他
地
域
へ
の
販
売
が

増
加
し
、
松
江
積
入
れ
が
減
少
し
た
の
で
、
右
の
申
渡
し
が
な
さ
れ
た
ω

ち
な
み
に
、
寛
文
十
二
年
(
一
六
七
一
二
)

の
「
覚
」
に
よ
る
と
松
江
藩
は
次
の
よ
う
な
制
札
を
美
保
関
番
所
に
出
し
て
い
る
ハ
6
V

隠
岐
国
、
井
北
浦
方
よ
り
、
薪
・
材
木
・
肴
・
海
藻
等
の
商
い
物
、
他
国
へ
不
出
、
松
江
へ
入
来
候
様
に
可
被
申
付
候
、
此
方
よ
り
も
横
目
付
を
出

置
侯
問
、
無
油
断
可
被
申
付
事

附
、
他
国
よ
り
大
木
・
杉
・
本
板
・
材
木
雲
長
者
、
松
江
へ
入
侯
様
ニ
才
覚
可
宥
之
侯
事

つ
ま
り
、
松
江
藩
は
寛
文
年
聞
に
い
た
り
隠
岐
、
北
浦
(
出
雲
半
島
北
岸
の
こ
と
)
よ
り
の
生
産
物
の
城
下
町
集
中
政
策
と
強
化
し
、

横
目
付
(
監
視
人
)
ま
で
お
い
て
、
権
力
を
も
っ
て
物
資
の
城
下
集
中
を
な
し
た
わ
け
で
あ
る
Q
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近
世
城
下
町
に
お
け
る
物
資
の
集
中
政
策
は
城
下
町
が
行
政
中
枢
地
点
で
あ
る
よ
り
も
、
経
済
拠
点
地
域
と
し
て
の
性
格
を
強
め
、
商

業
資
本
主
義
の
成
立
地
域
で
あ
っ
た
が
故
に
、
松
江
も
、
商
工
業
者
が
藩
権
力
の
も
と
で
保
護
さ
れ
、
安
永
七
年
(
一
七
七
八
)
に
は
魚
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問
屋
座
十
一
軒
、
他
国
問
屋
座
久
軒
計
十
九
軒
で
、
水
産
物
の
取
引
が
行
な
わ
れ
、
前
記
の
物
資
城
下
町
集
中
が
、
藩
権
力
の
後
立
て
の

も
と
に
、
封
建
的
統
制
を
強
め
て
い
た
(
7
ヲ
従
っ
て
、
文
政
十
二
年
の
隠
岐
に
対
す
る
「
申
渡
」
は
、

御
役
所
名
で
大
庄
屋
あ
て
に
は

な
っ
て
い
る
が
ブ
内
容
的
に
は
「
以
来
中
島
屋
武
助
β
、
御
圏
内
所
々
、
江
隠
目
付
為
附
置
」
と
あ
る
よ
う
に
、
特
権
商
人
に
よ
る
産
地
支

配
、
統
制
が
実
状
で
あ
る
ω

具
体
的
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
項
目
は
、
諸
材
木
・
板
類
・
鯛
・
鰯
そ
の
他
塩
L

干
物
の
松
江
積
入
れ
の
強
制
、

送
荷
先
は
隠
岐
宿
に
限
定
、
送
切
手
は
馬
潟
・
江
角
の
番
所
で
荷
物
点
検
の
上
受
領
と
い
う
、
藩
権
力
を
う
し
ろ
だ
て
に
し
た
問
屋
商
業

の
支
配
強
化
で
あ
る
ω

更
に
、
廻
船
業
者
に
は
隠
岐
宿
上
荷
銭
(
8
〉
が
課
せ
ら
れ
た
ω

文
政
二
年
ご
八

一
九
)
に
な
っ
て
(
例
え
ば
米
な
ら
ば
)
「
米
一
俵
に
付
五
匂
宛
の
見
合
を
以
、
積
荷
何
々
、
此
銭
何
程
と
渡
海
場
よ
り
一
一
通
ひ
帳
に

相
記
、
合
調
印
、
船
主
江
相
渡
」
す
よ
う
仰
渡
さ
れ
た
も
の
で
、
通
帳
を
受
取
る
と
船
主
は
、
渡
海
場
の
者
へ
金
を
支
払
い
、
そ
の
通
帳

を
松
江
の
隠
岐
宿
へ
差
出
す
、
隠
岐
宿
は
更
に
松
江
藩
庁
隠
州
方
に
提
出
し
て
取
締
ま
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
@

こ
の
負
担
は
一
応
は
廻
船
業
者
の
納
入
と
い
う
形
で
は
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
生
産
者
よ
り
の
買
入
直
段
を
買
叩
い
て
自
己
負
担
の
軽

こ
れ
は
、
松
江
積
入
商
品
に
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
、

減
を
は
か
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
松
江
出
荷
に
つ
い
て
隠
岐
の
廻
船
業
者
は
消
極
的
な
姿
勢
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
な
っ
た
@

隠
岐
の
対
岸
市
場
は
第
二
図
に
示
す
よ
う
に
出
雲
で
は
安
来
・
松
江
・
平
田
・
出
雲
・
大
社
等
の
都
市
、
伯
奮
で
は
境
・
淀
江
・
米
子

等
で
あ
る
が
、
隠
岐
島
廻
船
が
販
売
市
場
と
し
て
陸
揚
げ
可
能
な
市
場
は
、
出
雲
で
は
安
来
・
松
江
・
伯
替
で
は
境
・
淀
江
・
米
子
で
あ

る
@ 

出
雲
で
は
前
記
の
よ
う
に
松
江
城
下
へ
の
集
中
政
策
が
と
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
隠
岐
の
廻
船
は
二
つ
の
航
路
の
い
づ
れ
か
を
と
っ
て
松

江
に
入
津
し
た
ω

そ
の
一
は
、
隠
岐

l
美
保
関

l
中
海
航
行
l
馬
潟

l
松
江
で
、
二
は
隠
岐
|
江
角
|
佐
陀
運
河
l
宍
道
湖

l
松
江
で
あ
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YASUGI 

。IZUMO

っ
た
ω

第
二
の
コ

1
ス
は
第
三
図
の
拡
大
図
で

示
す
よ
う
に
、
佐
陀
川
を
堀
っ
て
運
河
と

し
た
の
で
、
大
型
廻
船
の
航
行
は
不
可
能

な
の
で
、
主
要
入
津

2
1
ス
は
第
一
で
あ
-

‘
っ
た
@

隠岐の対岸市場

隠
岐
宿
及
び
中
島
屋
武
助
の
位
置
は
第

う湖三
ちに図
、よ面に

投し示
占てす
主位よ
尋置う
1工しに
JF て、
よ:い大
たる橋
νJωJ 11 
t土
隠及
;み岐び
謹Z宿宍
t?の道

第2図

で
、
そ
の
子
孫
白
石
氏
は
「
祖
母
ケ
ン
の

時
代
ま
で
、
隠
岐
の
材
木
・
水
産
物
を
取

り
扱
っ
た
」
と
の
ベ
、
他
の
隠
岐
屋
は
堀

川
筋
の
埋
立
と
共
に
水
路
は
消
滅
し
、
隠

岐
屋
の
旧
地
を
判
定
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
@
申
渡
書
の
中
で
松
江
藩
序
か
ら
御
用
商
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仁互3摺岐屋(B) 仁巴中島屋武助
rr:加藤(隠岐屋〉

[[:]君、岐農甚左衛門

wll星岐屋(A)

文化12年末次本町商家図中の隠岐宿

資料松江市中原町石原広氏所蔵末次商家図

第3図

人
と
し
て
隠
岐
宿
の
監
督
、
廻
船
商
人
を
監
督
し
た
中
島
屋
武
助

は
従
来
、
謎
の
人
物
と
し
て
、
そ
の
出
自
、
系
図
は
不
詳
で
あ
っ

た
が
、
昭
和
四
七
年
十
一
月
、
松
江
市
寺
町
に
そ
の
墓
石
が
発
見

さ
れ
、
同
寺
の
過
去
帳
に
よ
り
系
図
も
判
明
し
た
す
三
f

過
去
帳

よ
り
類
推
す
る
と
、
初
代
中
島
屋
が
海
産
物
問
屋
と
し
て
独
立
し

た
の
は
文
化
年
間
で
、
文
政
年
聞
か
ら
天
保
期
に
か
け
て
は
三
代

目
武
助
が
活
躍
し
た
ω

三
代
目
武
助
は
天
保
十
三
年
の
俵
物
元
極

帳
に
よ
る
と
出
雲
地
区
一
円
の
俵
物
下
請
商
人
と
し
て
、
長
崎
俵

物
役
所
に
出
雲
地
区
一
円
の
煎
海
鼠
・
干
飽
・
鰭
鰭
の
廻
送
に
当

り
、
政
商
と
し
て
の
地
位
を
強
め
て
い
た
ω

し
か
し
、
右
の
よ
う
な
封
建
的
権
力
体
制
に
よ
る
統
制
が
、
隠

岐
の
廻
船
業
者
に
よ
っ
て
嫌
悪
さ
れ
る
の
は
当
然
で
、

「
其
儀
是

迄
以
間
々
種
之
口
銭
に
拘
り
、
他
国
問
屋
江
之
切
手
類
貰
請
俣
趣
」

と
あ
る
通
り
、
松
江
送
り
の
荷
物
が
他
国
問
屋
送
り
に
な
る
こ
と

が
間
々
あ
っ
た
事
実
は
否
定
出
来
な
い
@
又
、
そ
の
様
な
事
実
を

「
尤
隠
岐
宿
承
知
、
中
買
之
手
江
相
渡
候
儀
者
、

船
頭
共
武
助
と

相
対
相
談
之
上
ニ
而
ハ
可
為
勝
手
次
第
」
白
〉
と
い
う
風
に
許
容
せ
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ざ
る
を
得
な
い
程
、
商
品
経
済
は
封
建
的
領
域
流
通
か
ら
国
民
経
済
の
段
階
に
進
展
し
、
隠
岐
島
生
産
物
が
広
汎
な
市
場
を
指
向
し
た
と

い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
ω

、
隠
岐
と
伯
奮
と
の
商
品
流
通
(
水
産
物
)

隠
岐
と
出
雲
と
の
幕
未
に
お
け
る
商
品
流
通
は
上
記
の
様
な
性
格
を
示
し
て
い
た
が
、
距
離
的
に
は
隠
岐
と
は
伯
奮
の
境
港
・
米
子
港

の
方
が
近
距
離
に
あ
り
、

E
っ
、
松
江
入
津
船
も
航
路
的
に
は
境
港
を
通
過
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
は
第
二
図
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ

る
ω 

従
っ
て
境
港
・
米
子
港
と
の
商
品
流
通
が
当
然
存
在
す
る
事
は
推
定
さ
れ
得
る
が
、
こ
れ
を
資
料
的
に
実
証
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
が
、
昭
和
四
十
七
年
、
米
子
図
書
館
蔵
の
所
蔵
文
書
調
査
中
、
安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
の
「
伯
者
国
中
海
付
村
々
諸
品
取
調
書
」
中

に
次
の
記
事
の
あ
る
事
を
発
見
し
、
本
問
題
解
明
に
関
し
、
手
が
か
り
を
得
た
@
長
文
で
あ
る
の
で
抄
記
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
@

御
尋
に
付
取
調
室
田
上
白
〉

諸
国
ぷ
湊
に
相
廻
り
候
諸
品

米
子
湊

一
、
米
・
二
千
九
百
一
-
一
拾
俵
是
者
但
馬
・
加
賀
・
其
他
北
国
筋
よ
り
相
廻
り
、
土
地
近
郷
に
売
捌
申
候
(
以
下
文
章
簡
略
に
す
)

て
大
豆
二
千
五
百
俵
右
同
断

て
小
豆
千
九
百
俵

H

て
灯
油
三
千
五
百
九
十
一
樽
丹
後
・
若
狭

一
、
油
粕
七
千
三
十
九
俵
右
同
断

一
、
干
鰯
七
千
二
百
二
十
五
俵
右
ハ
但
馬
・
出
雲
・
石
見
よ
り
相
廻
り
土
地
近
郷
に
売
捌
申
侯

279 
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一
、
練
七
百
八
十
五
束

一
、
同
〆
粕
右
間
断

一
、
、
塩
締
一
二
千
七
百
六
十
四
本
是
者
石
見
・
出
雲
・
隠
岐
よ
り
相
廻
り
、
土
地
近
郷
並
に
美
作
・
備
中
に
売
掛
申
侯

一
、
錫
百
三
俵
是
者
松
前
・
佐
渡
・
隠
岐
よ
り
相
廻
り
、
土
地
近
郷
並
に
美
作
・
備
中
に
売
扱
申
侯

一
、
薪
拾
五
万
五
千
貫
目
是
者
隠
岐
・
但
馬
よ
り
相
廻
り
、
土
地
に
て
売
捌
申
俣

一
、
板
七
千
五
百
四
十
問
是
者
隠
岐
・
石
見
よ
り
相
廻
り
、
土
地
に
て
売
捌
申
侯

一
、
材
木
千
二
百
五
十
本
右
同
断

一
、
藻
葉
三
万
八
千
貫
是
は
隠
岐
よ
り
相
廻
り
、
土
地
近
郷
に
売
捌
侯

松
前

と
あ
り
、
境
港
に
つ
い
て
は
、
記
述
様
式
は
全
く
同
一
で
、
次
の
如
く
で
あ
る
ω

モ積 、境
塩練鯨砂木 1白酒灯小大出米港
鯖〆 糖実粕粕油豆豆国千
粕壱 、八
二 万略略ニ略四三千白売百
百四三 千 百百百捌四
十万百 四 六七六先十
七五二 百 樽十ずは六
箇十十 二 俵ー筒俵
三三 十 俵略

夏本本 産 抄是
俵 右記者

右松 P 同す但
出向前 断)馬
雲断よ ・
り 丹
隠、波

岐土 ・
よ地 越
り近 前
郷 -
土販 加
地売 賀
近 ・
郷能
販登
売・

越
中

越
後

陸
奥

出
羽
よ
り
相
廻
り

土
地
近
郷

売
捌
申
侯

以
下
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一
、
塩
鰻
七
十
余
筒
右
同
町

一
、
塩
飾
二
千
五
百
六
十
一
本
石
見
・
出
雲
・
隠
岐
よ
り
、
販
売
先
右
同
断

一
、
錫
百
六
拾
七
筒
松
前
・
佐
渡
・
隠
岐
よ
り
販
売
先
右
同
断

一
、
昆
布
略

一
、
炭
五
百
二
十
俵
隠
岐
・
但
馬
・
若
狭
よ
り
、
販
売
先
右
同
断

一
、
薪
四
万
四
千
六
百
貫
隠
岐
・
但
馬
よ
り
、
販
売
先
右
同
断

一
、
塩
五
万
三
千
俵
播
磨
・
備
後
・
周
防
・
安
芸
・
讃
岐
・
阿
波
よ
り
、
販
売
先
右
同
断

一
、
藻
葉
十
一
万
四
千
八
百
五
十
貫
目
・
隠
岐
よ
り
、
販
売
先
右
同
断

一
、
鉄
銅
六
千
三
百
俵
当
国
山
方
よ
り
、
販
売
先
瀬
戸
内
並
北
国
筋

一
、
木
棉
五
百
八
十
二
箇
近
郷
よ
り
、
販
売
先
北
国
筋

一
、
古
手
三
百
八
十
二
箇
右
同
断

右
之
通
御
座
侯

未
十
一
月

松
平
相
模
守
家
来

郡
奉
行
田
淵
唯
右
衛
門

と
あ
る
@

隠
岐
島
側
で
販
売
し
た
物
資
を
、
本
土
市
場
で
数
量
的
に
記
録
し
た
文
書
は
数
少
な
く
、
旦
つ
、
販
路
を
記
し
て
あ
る
の
で
貴
重
な
資

料
で
あ
る
ω

記
述
内
容
は
安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
未
十
一
月
の
幕
末
の
事
実
を
記
し
て
い
る
ω

米
子
・
境
港
に
は
隠
岐
か
ら
塩
干
魚
・
薪
・
材
木
・
藻
葉
包
)
が
多
量
に
移
出
さ
れ
、

塩
干
魚
は
米
子
を
販
売
拠
点
と
し
て
美
作
・
備

281 

中
に
ま
で
そ
の
販
路
が
及
ん
で
い
る
@

米
子
・
境
は
出
雲
の
松
江
と
は
商
業
都
市
と
し
て
、

い
さ
さ
か
性
格
が
異
な
り
、
商
人
の
自
由
活
動
を
許
し
た
事
は
注
目
す
事
へ
き
事
で
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あ
る
ω

丈
一
政
八
年
(
一
八
二
五
)
、

藩
は
座
の
独
占
を
解
除
し
民
聞
の
自
由
売
買
を
み
と
め
、

ロ
銭
徴
収
す
る
等
の
措
置
を
と
っ
た
@

「
一
、
他
所
江
持
越
し
並
同
所
よ
り
持
込
侯
荷
物
、
川
口
其
外
所
々
、
境
番
所
に
於
て
、
此
後
相
改
可
申
候
、
問
・
4

改
を
請
け
運
上
差
出
し
侯
様
且
又

持
出
之
荷
物
、
醤
へ
ば
金
六
拾
自
の
商
致
し
罷
帰
る
者
有
之
侯
節
は
、
右
の
内
拾
五
匁
差
出
し
、
右
代
り
銀
札
拾
七
匁
御
渡
:
:
:
下
略
:
:
:
」

の
如
く
で
あ
る

av

つ
ま
り
、
米
子
と
墳
の
商
取
引
重
要
地
点
で
、
町
人
の
社
会
的
地
位
を
認
め
、
藩
庁
の
抑
圧
主
義
か
ら
民
間
の
相
対
自
由
主
義
転
換
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
@
こ
う
し
た
措
置
が
隠
岐
島
廻
船
業
者
に
取
っ
て
は
松
江
よ
り
は
境
・
米
子
出
荷
を
有
利
と
し
た
わ
け
で
あ
る
ω

貞
享
四
年
(
一
六
八
七
)
、
米
子
御
船
手
改
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、

元
禄
・
享
保
と
改
訂
が
進
め
ら
れ
、

文
化
四
年
(
一
入

O
七
)
以

降
に
お
い
て
は
、
入
港
品
に
対
す
る
ロ
銭
が
品
々
に
よ
り
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
隠
岐
よ
り
の
入
荷
物
に
つ
い
て
は
特
例
が
と
ら

れ
て
い
る
@

一
、
繰
棉
売
代
銀
一
拾
匁
に
付
五
分

一
、
酒
直
段
壱
分
被
遣
、
五
尺
桶
壱
本
二
付
百
匁
宛

一
、
茶
売
代
銀
拾
匁
に
付
壱
匁
宛

一
、
材
木
、
竹
売
代
銀
拾
匁
に
付
壱
匁
宛
、
但
米
子
へ
入
込
侯
穏
蚊
国
の
分
は
御
免

の
如
く
で
あ
る
立
志

又
、
水
産
物
に
つ
い
て
は
、
元
禄
十
一
年
(
一
六
九
八
)
入
荷
、
出
荷
に
つ
い
て
は
厳
し
い
制
限
が
あ
っ
た
が
、

十
三
年
(
一
七

O

O
)
年
以
後
は
他
国
か
ら
の
積
込
み
を
許
可
し
、
監
視
役
の
魚
奉
行
も
廃
止
し
た
@

に
は
問
屋
ロ
銭
五
分
の
他
は
水
産
物
に
つ
い
て
の
如
何
な
る
徴
集
金
を
も
禁
止
し
、
他
国
水
産
物
の
米
子
集

享
保
十
年
(
一
七
二
五
)

荷
を
奨
励
し
た
(
m
V
Q
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100問

1011表

taI 

A 

ヰ反

大豆

錫令令1叫 1∞

@ 10本

天保年聞における金毘羅丸の本土市場販売品

図示量は天保9年， 11年の合計量

• 

第4図

50 鮮市

以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
米
子
は
松
江

に
比
し
て
経
済
都
市
と
し
て
は
遥
か
に
自
由
売
買
の

商
行
為
が
許
さ
れ
た
都
市
で
あ
っ
た
ω

こ
れ
は
米
子

が
美
作
・
備
中
の
山
間
地
方
を
後
背
地
と
し
て
広
大

な
販
売
圏
を
持
っ
て
い
た
事
と
、
陸
路
京
阪
神
に
通

ず
る
松
江
・
米
子
両
藩
の
参
勤
交
代
使
用
の
美
作
街

道
に
沿
っ
て
、
山
陰
道
物
資
の
流
通
路
の
起
点
を
米

子
が
占
め
て
い
た
放
で
あ
る
ω

松
江
は
封
建
的
因
習
を
墨
守
し
、
経
済
都
市
と
し

て
の
発
展
は
米
子
に
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
近

世
以
来
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
踏
習
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
天
保
九
年
(
一
八
三
八
)
お
よ
び
天
保

十
一
年
(
一
八
四

O
)
の
両
年
に
、
隠
岐
島
島
後
の

廻
船
門
屋
蔵
屋
手
船
金
毘
羅
丸
が
隠
岐
産
の
木
材

海
産
物
を
本
土
に
移
出
し
た
結
果
を
記
し
た
手
板
帳

に
よ
っ
て
右
の
状
況
を
図
化
す
る
と
第
四
図
の
如
く

に
な
り
、
自
由
化
の
進
ん
だ
米
子
・
境
地
区
の
優
位
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性
が
極
め
て
明
瞭
に
読
み
と
れ
る
@

つ
ま
り
、
近
世
未
期
の
隠
岐
商
品
は
対
岸
の
本
土
側
市
場
と
し
て
は
主
筋
の
松
江
溶
よ
り
も
自
由
取
引
の
大
幅
に
許
さ
れ
た
伯
奮
の
境

港
・
米
子
城
下
町
を
主
と
し
、
美
保
関
港
・
淀
江
港
・
安
来
港
等
に
商
品
移
出
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
ω

一
回
、
遠
隔
地
市
場
へ
の
商
品
積
出
(
水
産
物
)

一
隠
岐
の
長
崎
俵
物
、
が
享
保
以
後
幕
府
の
命
に
よ
っ
て
長
崎
・
下
関
に
送
荷
さ
れ
、
天
明
五
年
(
一
七
人
五
)
以
降
は
島
前
・
島
後
両
代

官
所
が
そ
の
生
産
・
出
荷
の
直
接
責
任
を
負
う
い
わ
ゆ
る
「
俵
物
役
場
請
負
」
を
な
し
、
煎
海
鼠
・
干
飽
の
遠
隔
地
移
出
を
実
現
し
た
ば

か
り
で
な
く
、
木
材
・
水
産
加
工
品
等
の
遠
隔
地
移
出
を
誘
発
し
、
隠
岐
を
近
世
未
期
に
は
封
建
的
領
域
経
済
か
ら
国
民
経
済
の
段
階
に

罰
則
~
/
得

加

調

一

渋
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百

で

流

通

地

域

を

拡

大

せ

し

め

た

。

一

…

一
中
心
と
な
っ
た
商
品
は
「
鱒
」
で
、
「
木
材
」
一
「
塩
干
魚
」
甘
か
こ
れ
に
つ
づ
い
て
い
る
ω

前
述
の
天
保
九
年
二
八
三
入
)
及
び
同
士

こ

ん

ぴ

ら

…
一
年
(
一
八
四

O
)
の
蔵
屋
手
船
金
毘
羅
丸
の
遠
隔
地
市
場
へ
の
販
売
品
目
を
見
る
と
第
一
表
の
如
く
に
な
る

S
ヨ
こ
れ
は
一
廻
船
業

者
の
僅
か
二
ヶ
年
間
の
(
天
保
十
年
の
資
料
欠
)
特
例
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
当
時
の
全
容
を
断
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
隠
岐
産
の

物
資
が
遠
隔
地
域
に
販
売
さ
れ
て
い
た
事
は
か
な
り
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
ω

鰻
は
瀬
戸
内
に
大
量
に
販
売
さ
れ
、
兵
庫
・
下
関
・

丸
亀
と
、
下
り
掃
の
販
売
地
と
し
て
は
若
州
小
浜
が
あ
ら
わ
れ
、
板
(
木
材
)
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の
販
路
も
こ
れ
と
一
致
し
て
い
る
ω

小
浜
に
は
鰐
の
他
に
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第2表 近世末期廻船岡雇杉浦家の水産物販売

町-----‘ 一日

年 代 使用船 |積荷商品|販売先| 備 考

文政11年 1828 春日丸(自船) 俵 物 長 崎 戻荷は肥後より菜種，御用船

天保元年 1830 周 上 1悶 上 同 上 御用船

悶 4年 1833 同 上 同 上 同 上 向上

同 上 向上 天神丸(自船) 鯵 同 上

天保8年 1837 春 日 九 同 上 下 関 新敷屋平右衛門に販売す

同 上 同上 同 上 同 上 兵 庫 塩屋安兵衛に売る

弘化4年 1847 出羽荘内船 鱗， 鯵 瀬戸内 尾の道で鯛，兵庫で鯵を貨売

嘉永3年 1850 春 臼 丸 錫 長 崎
)糊鯵1耐輸送問問屋船

同 上 悶上 弁天丸(雇船) 同 上 同 上

安政3年 1856 恵比須丸 同 上 浪 華 恵比須丸は手船

文久元年 1861 同 上 同 上 長 崎

文久3年 1863 一 社 丸 同 上 長 崎 三社丸はきのくま屋船

資料松浦家譜
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し
内
ち
韓
問
』
(
塩
干
)
、
塩
鯖
が
送
付
さ
れ
て
い
る
@
小
浜
送
り
は
小
浜
そ
の
地
区
の
消
費
で
あ
る
よ
り
は
、
小
浜
よ
り
琵
菅
湖
岸
の
今
津
を
経
由

し
て
京
阪
・
伊
勢
・
名
古
屋
へ
の
送
荷
で
あ
っ
た
と
い
う
ω

更
に
文
政
十
一
年
(
一
八
二
八
V

か
ら
文
久
三
年
(
一
八
六
三
)
に
か
け
て
、
廻
船
商
売
の
実
情
が
記
さ
れ
て
あ
る
「
松
浦
家
譜
」
中

か
ら
、
水
産
物
の
商
品
概
要
を
表
化
す
る
と
、
第
二
表
の
如
く
に
な
る
百
三

松
浦
家
は
俵
物
下
請
人
の
板
屋
を
本
家
と
し
、
目
貫
村
の
蔵
屋
、
字
屋
村
の
梅
之
屋
と
一
族
で
、
隠
岐
の
代
表
的
廻
船
業
者
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
俵
物
の
送
荷
が
鰯
主
体
に
移
行
し
て
行
っ
た
こ
と
、
長
崎
・
下
関
・
尾
道
・
兵
庫
・
大
阪
と
遠
隔
地
市
場
に
鰯
を
中
心

と
し
た
水
産
物
の
販
売
が
進
屋
し
た
こ
と
が
よ
み
と
れ
る
ω

自
己
所
有
の
廻
船
の
み
で
な
く
、
弘
化
四
年
に
は
出
羽
荘
内
の
五
郎
助
船
に
鯛
・
鰻
の
賃
積
販
売
を
し
て
い
る
こ
と
、
弁
天
丸
、
三
社

丸
等
の
雇
船
を
も
っ
て
鰐
販
売
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
ω

ち
な
み
に
三
社
丸
の
所
有
者
き
の
く
ま
屋
は
、
島
の
中
央
部
農
村
原
田
村
の

地
主
で
、
直
接
海
岸
に
面
し
て
い
な
い
地
区
の
住
人
で
あ
る
が
、
幕
末
に
は
農
山
村
地
主
が
廻
船
持
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
興
味
深

し、
Q 

遠
隔
地
に
大
量
販
売
さ
れ
た
鰯
の
銘
柄
・
価
格
・
販
売
量
の
実
例
に
つ
い
て
は
長
田
文
書
が
詳
細
で
あ
る
白
ヨ

売
附
覚

一
、
土
用
烏
賊
五
拾
入
九
百
四
拾
連

一

、

同

九

拾

七

把

山

口

荷

数
合
四
万
七
千
弐
百
五
拾
五
把
拾
六
把
不
足 又

八
連
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壱
匁
壱
分
壱
厘
替
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代
此
五
拾
弐
貫
四
百
三
拾
弐
匁
弐
分
九
厘

一
、
秋
烏
賊
五
拾
入
拾
六
連

一、

H

三
拾
入
百
六
拾
九
達

一

、

グ

拾

六

把

数
合
五
千
八
百
八
拾
六
把

壱
匁
弐
分
弐
厘
替

代
此
拾
貫
七
百
七
拾
六
匁
三
分
八
匡

て
入
梅
烏
賊
五
拾
入
五
拾
壱
逮

又

四

拾

三

把

又

拾

三

把

一
、
入
梅
烏
賊
五
拾
入
壱
連
絹
屋
荷

数
合
弐
千
六
百
五
拾
六
把

壱
匁
替

代
此
弐
貫
六
百
五
拾
六
匁

一
、
入
梅
烏
賊
五
拾
入
三
連

一、

H

下

物

拾

連

山

口

荷

数
合
百
六
拾
把

七
分
八
屋
替

伏
比
百
弐
拾
四
匁
弐
分

代
此
合
六
拾
五
貫
九
百
八
拾
七
匁
七
分
七
屋
内

五
貫
九
百
三
拾
入
匁
四
連

七

拾

壱

匁

弐

分

上

質

五
拾
八
匁
弐
分
四
百
把
値
引
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五
拾
九
貫
九
百
拾
八
匁
五
分
六
厘

此
金
右
之
通
御
座
侯
間
御
請
取
可
被
下
侯
以
上

百
九
月
七
日
宝
船
屋
本
右
衛
門
⑮

春
日
屋
熊
右
衛
門
殿

こ
れ
は
春
日
屋
(
姓
長
田
)
熊
右
衛
門
が
天
保
七
年
十
六
反
帆
の
新
造
船
を
建
造
し
、
八
年
酉
に
大
阪
の
宝
船
屋
に
鰯
を
販
売
し
た
時
の

も
の
で
あ
る
ω

れ
ん

土
用
島
賊
は
五
拾
入
、
九
百
五
拾
四
連
と
あ
る
が
秋
烏
賊
は
三
拾
入
、
百
六
拾
九
連
と
あ
り
、
連
を
単
位
と
し
て
計
算
し
て
あ
る
、
壱

ひ
と
ゆ
わ
い

連
は
鰻
弐
拾
枚
一
結
に
し
た
も
の
を
称
す
る
の
で
、
そ
れ
等
を
合
計
し
て
五
万
五
千
九
百
五
拾
七
把
が
販
売
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
@

烏
賊
は
冬
い
か
が
最
上
品
で
あ
る
が
、
こ
の
売
附
覚
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
夏
烏
賊
で
上
品
は
数
が
す
く
な
い
。
土
用
烏
賊
は
一
連
が
壱

匁
壱
分
一
厘
、
秋
烏
賊
は
壱
匁
弐
分
弐
厘
、
入
梅
烏
賊
は
乾
燥
仕
上
が
り
が
よ
く
な
い
の
で
、
上
物
で
壱
匁
、
下
物
は
七
分
七
厘
替
で
あ
る
@

以
上
は
大
阪
宝
船
屋
と
の
取
引
分
で
あ
る
が
、
文
久
元
年
(
一
八
六
一
)
の
下
関
の
仁
屋
と
の
取
引
の
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
自
ヨ

八
月
五
日
仁
屋
入
荷
の
分
は

一
、
鰻
八
千
七
百
七
拾
五
連

吉
弐
拾
九
文
五
分
替

千
吉
五
拾
六
貫
三
百
六
拾
文

代

289 

八
月
十
日
入
荷
の
分
は

一
、
錫
四
千
七
百
六
拾
弐
連
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内
四
百
拾
九
連

百
六
拾
弐
文
替

代
五
拾
六
貫
九
百
八
拾
四
文

四
千
三
百
四
拾
三
連

百
五
拾
五
文
三
分
替

代
六
百
七
拾
四
貢
四
百
六
拾
八
文

の
よ
う
で
あ
る
Q

宝
船
屋
取
引
分
の
中
で
最
も
大
量
の
取
引
分
の
土
用
烏
賊
四
万
七
千
弐
百
五
拾
五
把
が
壱
把
当
り
、
壱
匁
壱
分
壱
厘
替
で
、
五
拾
弐
貰

四
百
三
拾
弐
匁
弐
分
九
厘
で
あ
る
が
こ
の
分
を
、
天
保
八
年
の
大
阪
銀
相
場
で
換
算
す
る
と
壱
把
の
金
額
は
百
七
拾
三
文
と
な
り
、
同
計

算
で
秋
烏
賊
百
九
拾
弐
文
、
入
梅
烏
賊
は
百
五
拾
六
文
に
な
る
ω

天保弘化期の錫値段

年 号|紀 元|一把値段

天保6未 1，835 165.0文

7申 36 147.0 

8酉 37 165.0 

9戊 38 174.8 

10亥 39 215.8 

11子 1，840 215.0 

12丑 41 320.0 

13寅 42 165.0 

14gp 43 218.0 

弘化元辰 44 250.0 

2巳 45 254.4 

3午 46 254.8 

第3表

(回目文，10ヶ年冬いか値段之事」
書)より作製

文
久
年
間
の
下
関
相
場
は
銀
相
場
の
変
動
が
あ
る
の
で
同
一
比
較
は

出
来
な
い
が
、
幕
末
イ
ン
フ
レ
傾
向
か
ら
見
て
安
値
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
ω 

田
邑
文
書
品
〉
に
よ
っ
て
天
保
六
年
か
ら
弘
化
三
年
ま
で
の
冬
い
か

の
平
均
値
段
の
変
化
を
見
る
と
第
三
表
の
如
く
な
る
の
で
、
夏
い
か
と

の
値
段
の
比
較
は
正
確
に
は
出
来
ぬ
と
し
て
も
、
天
保
弘
化
期
の
鰐
の

価
格
は
か
な
り
高
く
、
本
土
市
場
で
は
隠
岐
鰯
の
名
戸
は
高
か
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
ω
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以
上
に
よ
っ
て
み
る
と
、
鰻
は
遠
隔
地
市
場
に
隠
岐
島
の
回
船
問
屋
に
よ
っ
て
大
量
に
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
ω

玉
、
観
の
対
外
輸
出

鰯
は
対
岸
の
雲
伯
地
方
の
み
な
ら
ず
、
長
崎
・
下
関
・
上
方
方
面
に
ま
で
大
量
に
移
出
さ
れ
て
い
た
が
、
弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)
に

隠
岐
の
鱒
は
長
崎
俵
物
の
代
替
品
と
し
て
幕
府
の
「
御
用
俵
物
」
の
取
扱
い
を
う
け
る
に
い
た
っ
た
ω

吉

元
禄
以
降
、
幕
府
は
煎
海
鼠
・
干
飽
・
犠
鰭
の
三
品
を
俵
物
と
称
し
、
対
中
国
輸
出
品
と
し
て
重
視
し
、
隠
岐
で
は
享
保
以
降
「
座

ドト
u
b信

於
」
と
称
す
る
俵
物
下
請
人
も
存
在
し
、
天
明
以
降
は
代
官
所
が
長
崎
俵
物
役
所
の
直
下
請
業
務
を
な
し
、
い
わ
ゆ
る
「
役
場
引
請
」
の

俵
物
生
産
地
域
と
な
っ
た
ω

と

き

か

し

よ

し

き

鱒
は
俵
物
と
同
様
に
中
国
輸
出
の
海
産
物
と
し
て
早
く
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
、
見
布
・
雛
冠
草
な
ど
と
共
に
「
諸
色
」
と
称
さ
れ
、
長

崎
輸
出
品
ど
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

av

し
か
し
、
隠
岐
鰯
は
特
に
幕
府
よ
り
俵
物
同
様
の
生
産
、
供
出
賦
課
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

般
商
品
と
し
て
販
売
さ
れ
、
畏
崎

に
も
送
荷
さ
れ
、
長
崎
商
人
に
よ
っ
て
中
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
@

所
が
、
弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)
に
い
た
り
、
隠
岐
鰻
は
幕
府
に
よ
っ
て
長
崎
俵
物
の
代
替
貿
易
品
と
し
て
指
定
さ
れ
、
俵
物
に
繰
り

入
れ
ら
れ
、
俵
物
同
様
の
「
長
崎
俵
物
役
所
御
用
鰯
」
と
な
っ
た
ω

鰻
が
俵
物
代
替
品
と
な
っ
た
事
情
は
別
稿
に
お
い
て
詳
述
す
る
が
、
最
大
の
理
由
は
長
崎
俵
物
役
所
に
集
荷
す
る
俵
物
の
量
が
激
減
し

291 

た
故
で
あ
る
@

集
荷
激
減
と
な
っ
た
の
は
我
が
国
に
お
い
て
生
産
の
絶
対
量
が
激
減
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
薩
摩
を
根
拠
と
す
る
俵
物
の
抜
荷
が
取
引
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の
主
流
と
な
り
、
防
長
二
国
も
こ
れ
に
同
調
す
る
に
及
び
、
幕
府
独
占
に
よ
る
俵
物
貿
易
形
態
が
崩
解
を
深
め
れ
故
で
あ
る
密
工

幕
府
は
俵
物
貿
易
の
停
滞
が
表
面
化
し
、
そ
の
権
力
を
も
っ
て
し
て
も
態
勢
の
挽
回
が
困
難
に
な
っ
た
天
保
未
期
に
、
こ
れ
が
対
策
と

し
て
、
鰯
の
俵
物
繰
入
れ
を
考
慮
し
、
長
崎
俵
物
役
所
手
附
の
浦
田
祥
右
衛
門
・
松
浦
繁
次
郎
に
命
じ
た
@

両
名
は
弘
化
二
年
よ
り
嘉
永
元
年
(
一
入
四
八
)
に
か
け
て
、
西
日
本
の
俵
物
役
場
引
請
地
域
中
、
前
々
よ
り
鰯
の
生
産
地
と
し
て
著

名
な
隠
岐
を
弘
化
二
年
に
、
唐
津
・
平
戸
・
壱
岐
・
対
馬
・
五
島
を
嘉
永
元
年
に
歴
訪
し
、
鰻
の
「
御
用
俵
物
繰
入
方
」
を
命
じ
た

avω

隠
岐
の
一
場
合
は
長
崎
俵
物
役
所
が
最
初
に
計
画
し
、
且
つ
-
応
そ
の
目
的
を
達
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
烏
鼠
漁
業
が
資
源
的
に
恵

ま
れ
た
漁
場
を
島
の
周
辺
に
持
っ
て
い
た
事
は
事
実
で
あ
る
が
(
号
、

幕
府
の
支
配
・
統
制
の
容
易
な
地
域
で
あ
る
と
い
う
社
会
的
、

歴
史
的
条
件
が
存
在
し
て
い
た
ω

そ
の
第
一
は
隠
岐
は
天
領
で
、
幕
府
権
力
の
直
接
渉
透
し
や
す
い
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
、

さ
れ
ぽ
こ

そ
、
俵
物
の
生
産
・
供
出
に
お
い
て
、
隠
岐
で
は
島
前
・
島
後
の
両
代
官
所
が
長
崎
俵
物
役
所
直
支
配
の
「
俵
物
請
負
役
所
」
と
な
り
、

代
官
は
村
落
支
配
階
層
、
す
な
わ
ち
、
大
圧
屋
↓
庄
屋
↓
年
寄
↓
組
頭
を
通
じ
て
俵
物
の
生
産
・
流
通
を
支
配
し
、
代
官
を
頂
点
と
す
る

産
地
浦
浜
の
支
配
が
徹
底
し
、
俵
物
技
荷
の
事
実
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
も
な
い
程
官
僚
的
支
配
の
生
産
・
流
通
機
構
か
整
備
さ
れ
て
い

た
ω従

っ
て
鱒
の
御
用
俵
物
繰
入
れ
に
つ
い
て
も
漁
民
の
反
対
抗
争
の
発
生
も
な
く
、
長
崎
俵
物
役
所
の
指
令
に
従
っ
た
ω

渡
辺
文
書
8
)に
よ
る
と
、
鰯
の
請
負
の
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
ω

弘
化
弐
年
十
二
月
、
浦
田
詳
右
衛
門
殿
、
当
当
へ
渡
海
被
致
候
ニ
付
、
心
得

差
上
申
請
書
之
事

壱
ケ
年
目
当
商

組
問
大
漁
拾
八
万
斤
、
中
漁
拾
四
万
斤
、
小
漁
七
万
斤
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倍
、
夏
秋
共
、
其
漁
高
之
内
、
品
合
宜
敷
処
を
以
、
相
紡
侯
事
、
鯵
弐
拾
枚
結
壱
把
量
目
に
六
七
乗
値
段
之
定
、
此
結
縄
鯵
拾
貫
目
に
附
七
拾
目

之
積
但
天
保
七
申
年
よ
り
弘
化
二
巳
年
迄
拾
ケ
年
平
均
値
段
、
壱
ケ
年
弐
百
拾
弐
文
弐
九
与
相
成
、
鯵
弐
拾
枚
結
、
壱
把
量
目
参
百
目
よ
り
参
百

参
拾
五
匁
迄
、
平
均
壱
把
に
附
参
百
拾
八
匁
之
積
り
を
以
、
代
、
六
六
七
乗
に
相
当
侯
処
、
六
七
乗
を
以
て
御
買
上
被
仰
付
候
極
、

右
触
之
儀
者
、
唐
国
御
代
物
俵
物
之
品
ニ
差
続
御
渡
方
-
一
相
成
侯
品
ニ
付
、
銘
々
心
街
違
不
致
、
今
般
御
取
極
相
成
候
仕
方
を
以
、
為
試
、
来
午
年

A
D
向
申
年
迄
三
ヶ
年
之
問
、
目
当
高
不
相
減
様
正
条
之
売
上
可
致
旨
被
仰
付
、
一
同
承
知
奉
畏
候
、
然
ル
上
者
向
後
一
層
漁
業
相
励
、
成
丈
多
斤
数

取
揚
、
千
百
・
品
合
宜
敷
物
相
撲
納
方
可
仕
候
、
此
段
以
遠
印
御
請
書
奉
差
上
候
処
、
の
如
件

弘
化
弐
巳
十
二
月

隠
州
島
後
越
智
郡
都
万
村

漁
師
惣
代
、
年
寄
、
庄
屋

大
庄
屋
(
以
下
島
後
各
村
略
)

浦
田
詳
右
衛
門
殿

と
な
っ
て
い
る
ω

島
前
の
分
に
は
次
の
如
く
で
あ
る
@
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‘
差
上
申
請
書
之
事

壱
ケ
年
目
当
高

鰯
大
漁
参
万
六
千
斤
、
中
漁
弐
万
八
千
斤

小
漁
壱
万
四
千
斤

(
以
下
本
文
島
後
分
と
同
じ
)

弘
化
弐
己
島
前
福
井
村

漁
師
惣
代
梅
田
郎

問

屋

甚

左

衛

門

年

寄

甚

左

衛

門

庄

屋

茂

八



294 

(
島
前
十
二
村
連
各
略
)

大

圧

屋

峯

三

郎

浦
田
詳
右
衛
門
殿

と
あ
り
、
張
紙
に
次
の
如
く
記
し
て
あ
る
@

右
買
入
値
段
之
儀
ハ
島
後
援
分
之
通
六
七
乗

一
、
同
当
巴
年
寅
入

有
高
不
残

注

但
、
拙
者
書
状
不
差
出
巳
然
(
以
前
か
)
少
々
地
方
商
船
三
党
捌
侯
趣
ニ
付
、
右
貫
入
値
段
之
儀
島
後
援
合
之
通
八
乗

と
あ
る
@

こ
れ
に
よ
る
と
弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)

に
俵
物
に
差
続
い
て
鰻
が
幕
府
御
用
と
な
っ
た
@
そ
の
取
扱
方
は
「
今
般
御
取
極
相
成
侯
仕

方
を
以
、
為
試
、
来
午
年
，
S
向
申
年
迄
三
ヶ
年
之
問
、
目
当
高
不
相
減
、
正
条
之
売
上
可
致
旨
被
仰
渡
侯
」
と
あ
る
よ
う
に
、
長
崎
俵
物

役
所
も
隠
岐
鰯
の
出
荷
を
「
為
試
」
さ
れ
た
の
で
あ
る
@

従
っ
て
、
弘
化
一
年
以
前
は
俵
物
の
代
替
品
と
し
て
は
鰻
は
取
扱
か
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
@

民
間
に
よ
る
一
般
商
品
と
し
て
取
扱
か
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
弘
化
二
年
分
の
最
初
の
出
荷
値
段
に
し
て
も
、
十
ヶ
年
平
均
計
算
か
ら
い

う
と
、
二
百
十
二
文
二
九
と
な
る
筈
で
あ
る
が
、
既
に
島
後
振
合
之
通
、
六
七
乗
を
八
乗
の
計
算
で
買
入
値
段
を
定
め
ね
ば
な
ら
ぬ
た
め

に
、
実
値
は
二
百
五
十
四
文
と
し
て
取
引
さ
れ
て
い
る
@

こ
の
点
は
俵
物
の
値
段
が
長
崎
俵
物
役
所
の
番
立
表
に
よ
っ
て
固
定
化
さ
れ
、
時
価
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
制
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
点
に
比

べ
る
と
大
差
の
あ
る
買
入
姿
勢
で
あ
る
Q
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隠
岐
に
お
い
て
は
弘
化
二
年
か
ら
向
三
ヶ
年
の
試
売
は
成
功
で
、
俵
物
役
所
は
満
足
し
た
ω

隠
岐
で
成
功
し
た
の
は
島
内
に
お
け
る
流

通
機
構
が
整
備
さ
れ
て
い
た
た
め
で
、
俵
物
の
流
通
機
構
そ
の
も
の
が
鱒
の
場
合
も
適
用
さ
れ
、
且
つ
、
前
貸
制
の
適
用
も
巧
に
行
な
わ

れ
、
漁
民
の
統
制
も
徹
底
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
ω

す
な
わ
ち
、
漁
師
・
問
屋
・
年
寄
・
庄
屋
・
大
庄
屋
の
聞
で
次
の
よ
う
な
協
定
を
な

し
、
俵
物
役
所
に
接
出
し
て
い
る
ω
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長
崎
廻
御
用
鯵
御
儀
定
被
仰
付
侯
ニ
付
締
合
連
印
一
札
之
事

8
)

一
、
鰯
之
儀
、
問
屋
之
不
経
手
を
、
勝
手
に
売
買
い
た
し
侯
ハ
ハ
、
其
も
の
は
商
売
手
窺
之
上
差
留
可
中
事

一
、
漁
師
共
米
銭
入
用
申
出
侯
ハ
ハ
、
問
屋
職
ノ
も
の
よ
り
差
支
無
之
様
相
渡
可
申
候
、
然
上
に
も
心
得
違
仕
偲
売
い
た
し
侯
ハ
ハ
、
科
料
と
し
て
銭

弐
貫
文
宛
漁
師
中
間
江
取
置
可
申
候
事

一
、
問
屋
共
心
得
違
仕
、
不
将
之
取
計
宥
之
ニ
お
ゐ
て
ハ
職
分
差
留
可
申
事

一
、
組
問
揚
高
之
儀
、
其
節
之
問
屋
ら
厳
重
相
改
、
庄
屋
所
江
書
付
差
出
可
申
候
。
若
心
得
違
仕
、
取
揚
高
隠
侯
も
の
有
之
ニ
お
ゐ
て
ハ
村
役
人
ぷ
取
扱

仕
、
坪
明
可
申
侯
事

一
、
他
国
よ
り
参
、
漁
業
い
た
し
侯
も
の
も
其
村
浜
法
為
守
可
申
事

右
ケ
条
之
趣
一
同
申
合
候
得
ハ
、
向
後
心
得
違
の
も
の
無
御
座
候
も
、
此
段
連
印
一
札
差
上
申
処
の
而
如
件

弘
化
二
己
年
十
三
月

隠
州
東
郷
村
漁
師
惣
代

問
屋
年
寄
庄
屋

鯵
買
集
世
話
人
松
浦
屋
与
左
衛
門

大
庄
屋
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長
崎
俵
物
方

御
手
許
浦
田
詳
右
衛
門
殿

松
浦
屋
与
左
衛
門
は
板
屋
武
左
衛
門
家
の
分
家
で
弘
化
期
に
は
俵
物
買
集
世
話
人
と
な
っ
て
い
た

az

右
文
書
の
中
で
注
目
す
べ
き
と
は
御
用
鰻
の
値
段
が
、
天
保
七
申
年
(
一
八
三
六
)
か
ら
弘
化
ニ
巳
年
(
一
八
四
五
)

の
十
ヶ
年
間
平

均
値
段
を
基
礎
と
し
て
算
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
@

こ
れ
は
当
時
、
隠
岐
に
お
い
て
暢
の
産
地
価
格
が
形
成
さ
れ
て
い
た
故
で
、
全
島
的
規
模
で
鱒
の
産
地
市
場
の
形
成
が
な
さ
れ
て
い
た

事
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
あ
り
得
な
い
事
で
あ
る
ω

文
久
二
年
(
一
八
六
二
)
に
記
さ
れ
た
高
梨
文
書
(
お
〉
に
よ
る
と
、
次
の
如
き
記
事
が
あ
る
@

惣
右
衛
門
勝
村
一
代
之
事
荒
増
:
:
:
(
中
略
)
十
五
歳
、
手
安
船
に
て
地
方
に
航
し
商
い
す
、
十
七
歳
、
七
拾
石
積
和
船
新
造
し
、
地
方
よ
り
若
州

に
航
し
商
い
す
。
新
造
船
入
用
費
用
弐
百
五
拾
貴
文
な
り
、
二
十
八
歳
、
父
庄
右
衛
門
死
去
し
、
宇
屋
町
年
寄
・
役
仰
付
け
ら
る
。
此
年
船
手
商
売
を
止

む
、
此
前
十
四
・
五
年
以
前
に
村
方
鯵
門
屋
始
ま
り
、
津
出
し
三
分
口
銭
極
ま
る
。
一
分
は
地
下
に
納
、
二
分
に
て
相
勤
申
候
、
:
:
:
(
下
略
)

と
あ
る
ω

惣
右
衛
門
は
家
系
図
に
よ
る
と
、
文
政
七
年
(
一
八
二
四
)
出
生
、
文
久
三
年
(
一
八
六
三
)
の
卒
で
、
嘉
永
五
年
(
一
八
五

一
一
)
父
圧
右
衛
門
の
あ
と
を
う
け
て
二
十
八
歳
で
字
屋
町
の
年
寄
役
を
う
け
つ
い
だ
ω

L
ゅ
う
め
い

彼
が
年
寄
役
襲
名
以
前
十
四
・
五
年
前
に
鰻
問
屋
が
村
々
に
出
来
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
丁
度
、
天
保
七
・
八
年
に
あ
た

る
@ 

従
っ
て
、
弘
化
二
年
に
天
保
七
以
来
十
ヶ
年
鰯
平
均
値
段
を
も
っ
て
御
用
鰯
の
値
段
を
き
め
た
と
い
う
渡
辺
文
書
の
内
容
は
、
隠
岐
に

お
け
る
鰯
の
産
地
市
場
成
立
と
そ
れ
が
価
格
形
成
機
能
を
持
つ
ま
で
成
熟
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
ω
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六
、
隠
岐
に
お
眠
る
水
産
物
商
品
化
の
展
開
過
程
と
そ
む
意
義

近
世
末
期
に
お
け
る
鰻
の
商
品
化
の
状
態
は
上
述
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
大
勢
は
判
明
し
、
天
保
以
後
か
な
り
そ
の
販
売
市
場
が
拡
大
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
Q

し
か
し
、
長
崎
俵
物
に
つ
い
で
鰯
が
代
替
貿
易
品
と
な
り
、
且
つ
、
鰯
が
隠
岐
海
産
物
商
品
の
大
宗
と
な
っ
た
背
景
に
は
「
鱒
・
鰻
・

そ
の
他
干
物
」
と
、
文
政
十
二
年
の
松
江
城
下
入
荷
水
産
物
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
又
、
天
保
九
・
十
一
年
の
金
毘
羅
丸
積
荷
手
板

あ

ご

し

い

ら

帳
の
移
出
品
目
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
塩
鯖
・
干
鰭
・
塩
鱈
(
鰍
)

-
鯛
(
塩
鯛
・
干
鯛
)
等
の
水
産
物
の
商
品
化
が
あ
っ
た
@

小
量
の
水
産
物
が
自
給
段
階
を
越
え
て
、
離
島
か
ら
本
土
に
移
出
さ
れ
る
形
態
の
推
移
を
検
討
し
て
見
る
と
概
ね
次
の
如
く
あ
と
づ
け

ら
れ
る
@

前
記
の
寛
文
十
二
年
(
一
六
七
二
)
美
保
関
港
制
札
に
「
隠
岐
国
併
北
浦
方
よ
り
薪
・
材
木
・
肴
・
海
藻
等
の
商
物
、
他
国
へ
不
出
A

松
江
へ
入
来
侯
様
」
と
す
る
通
り
、
隠
岐
か
ら
本
土
へ
の
水
産
物
の
移
出
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
農
閑
稼

ぎ
の
副
業
的
産
物
で
、
商
人
問
屋
の
手
を
通
じ
て
買
集
め
、
販
売
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
Q

各
村
と
も
庄
屋
の
担
当
行
政
業
務
の
中
で
、
移
出
入
商
品
に
駄
別
銀
(
点
検
銀
と
も
い
う
)
を
課
し
て
売
り
出
さ
れ
て
い
た
@

し
か
し
、
商
品
流
通
が
活
発
に
な
る
と
問
屋
業
務
が
独
立
し
、
専
業
化
を
要
請
せ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
@
こ
の
時
期
が
隠
岐
島
で
は
宝

暦
三
年
二
七
五
三
)
で
あ
る
Q

こ
れ
は
次
の
安
達
文
書
に
よ
っ
て
実
証
し
得
る

av

相
定
申
他
国
船
宿
並
商
売
人
宿
之
事

一
、
美
田
村
問
屋
四
軒

喜
兵
衛
・
八
兵
衛
・
六
兵
衛
・
武
左
衛
門
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一
、
他
国
船
入
津
之
湖
、
往
来
平
形
相
改
、
宿
手
形
添
差
上
可
申
候
、
又
湊
之
内
参
侯
舟
・
船
頭
方
よ
り
往
来
差
出
不
申
候
共
見
逃
ニ
不
仕
、
問
屋
・

庄
屋
・
年
寄
立
合
遂
吟
味
、
其
品
御
断
可
申
上
侯
、
尤
御
当
地
ニ
市
商
売
仕
侯
他
国
者
ハ
、
例
年
之
通
、
往
行
御
札
可
申
請
侯

-
、
他
国
船
地
船
共
、
諸
事
積
出
申
品
々
少
も
不
隠
置
、
御
点
検
之
湖
、
御
断
可
申
上
候
、
且
又
御
点
検
以
後
。
何
三
加
茂
為
積
申
問
敷
侯
、
地
船
之

儀
者
前
々
被
仰
付
候
通
奉
畏
候
、
他
国
船
往
来
手
形
之
他
、
一
人
ニ
而
も
委
長
ハ
ハ
、
其
趣
早
速
御
注
進
可
申
上
候
、
御
当
地
よ
り
ハ
猶
以
一
人

も
乗
せ
渡
シ
不
申
侯
様
-
一
手
堅
遂
吟
味
、
出
船
之
時
相
改
可
申
候

右
之
遇
、
少
も
違
背
仕
問
敷
候
、
又
問
屋
油
断
侯
か
、
又
ハ
我
尽
出
侯
ハ
ハ
、
庄
屋
・
年
寄
・
五
人
組
之
者
共
急
度
遂
詮
議
、
諸
事
抜
目
無
之
様
ニ
可

仕
候
、
万
一
右
之
品
々
致
疎
略
候
ハ
ハ
、
御
関
届
被
成
候
ハ
ハ
、
私
共
急
度
越
度
目
一
可
被
仰
付
候
、
為
後
日
如
件

宝
麿
三
年
酉
正
月
美
田
村

年
寄
・
庄
屋

堀
彦
右
衛
門
様

捜

し

右
の
文
書
に
よ
る
と
、
美
田
村
で
は
宝
暦
三
年
に
四
軒
の
船
宿
を
兼
ね
た
問
屋
が
指
定
さ
れ
た
ω

喜
兵
衛
は
波
止
、
八
兵
衛
は
大
津
、

お

お

や

ま

あ

け

ふ

な

と

し

六
兵
衛
は
大
山
明
、
武
左
衛
門
は
船
越
の
年
寄
役
で
あ
る
。
そ
の
職
掌
を
要
約
す
る
と
、
他
国
船
入
津
時
の
措
置
・
積
出
荷
物
の
点
検
の

二
点
で
あ
る
Q

す
な
わ
ち
、
宝
暦
年
聞
に
隠
岐
で
成
立
し
た
問
屋
制
度
は
、
商
業
資
本
の
流
通
中
間
利
潤
追
求
を
目
的
と
し
た
も
の
で
な
く
、
近
世
圧

屋
の
職
能
中
よ
り
、
物
資
の
出
入
に
関
す
る
事
務
処
理
面
を
、
年
寄
役
を
つ
と
め
る
村
役
人
が
分
担
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
@

天
保
十
三
年
(
一
八
四
二
〉
八
月
、
各
村
圧
屋
、

大
庄
屋
の
奥
書
を
も
っ
て
差
出
し
た
願
書

avの
中
に
次
の
よ
う
な

年
寄
の
連
判
、

事
項
が
あ
り
、
右
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
@

一
、
問
屋
之
儀
ハ
、
古
来
2
年
寄
役
相
勤
侯
も
の
取
引
仕
来
候
処
、
他
国
出
入
之
品
々
商
い
た
し
俣
節
、
出
入
の
品
も
の
、
旦
年
号
・
月
日
等
帳
面

留
置
、
何
等
不
依
、
後
日
御
尋
御
座
侯
共
御
答
相
成
候
様
為
致
、
出
入
之
世
話
代
-
一
ハ
問
屋
へ
遣
し
、
品
物
ヲ
商
人
-
一
相
波
、
問
屋
手
前
ニ
テ
少
シ
モ

売
買
不
致
候
へ
パ
、
是
迄
通
リ
問
屋
被
差
置
侯
方
、
御
締
合
可
宜
奉
存
張
。



近世末期隠岐島水産物商品化の展開過程と流通形態の歴史地理学的研究

こ
れ
に
よ
る
と
、
村
役
人
で
あ
る
年
寄
が
問
屋
を
兼
ね
た
の
で
、
自
己
資
本
で
商
売
す
る
廻
船
問
屋
と
は
別
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。

「
世
話
代
ニ
ハ
m
問
屋
へ
遣

「
問
慶
子
前
ニ
テ
少
シ
モ
売
買
不
致
」
と
い
う
よ
う
に
、
村
役
人
と
し
て
の
流
通
事
務
処
理
機
関
で
あ
る
ω

シ
」
と
い
う
手
数
料
は
前
述
の
通
り
積
出
荷
物
に
対
し
三
分
の
口
銭
を
課
し
、
そ
の
一
分
は
地
下
納
、
二
分
が
問
屋
役
得
で
あ
っ
た
ω

し
か
し
、
水
産
加
工
物
、
木
材
の
商
品
化
が
進
め
ば
、
当
然
廻
船
問
屋
が
成
立
す
る
筈
で
、
上
記
の
村
役
人
的
問
屋
と
は
異
っ
た
流
通

機
構
を
形
成
す
る
Q

例
え
ば
前
記
の
布
施
村
の
長
田
熊
右
衛
門
は
廻
船
問
屋
で
自
己
資
本
で
商
売
を
し
た
が
、
彼
が
安
政
五
年
(
一
八
五
八
)
六
月
に
庄
内

で
仕
入
れ
た
干
鰯
を
備
後
尾
道
で
売
捌
い
た
仕
切
手
形
は
次
の
如
く
で
あ
る
Q
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売
仕
切
之
事

a〉

一
、
庄
内
干
鰯
千
八
百
五
十
二
俵

此
内二
十
二
忍
一
分
替
千
五
百
九
十
一
俵

代
銀
三
十
五
賞
百
六
十
一
匁
一
分

二
十
匁
三
分
六
厘
替
二
百
六
十
一
俵

代
銀
五
貫
三
百
十
三
匁
九
分
六
厘

代
銀
〆
四
十
貫
四
百
七
十
五
匁
六
箆

此
内二四
百
四
十
四
匁
四
分
入
厘

俵
ニ
付
二
分
四
度
宛
之

一
割
二
分
引
浜
引
と
も

一
、
二
貫
一
匁
五
分
三
厘
仲
買
引
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一
、
一
貫
二
百
百
九
分
二
鹿

御
役
銀
一
口
銭

一
、
七
十
四
匁
八
厘

俵
ニ
付
四
恩
宛
之
水
揚
賃

一
、
六
匁
上
荷
賃

一
、
-
八
匁
九
厘
湊
胡
銀

〆
三
貫
七
百
三
十
五
匁
一
分

残
銀
三
十
六
貫
七
百
三
十
九
匁
九
分
六
厘

七
十
一
匁
二
割

此
金
五
百
十
七
両
一
分
二
朱
ト
永
銀
入
匁
九
分
二
厘

右
之
通
仕
切
代
金
相
渡
此
無
出
入
相
済
申
侯以
上

安
政
五
年
午
六
月
一
日

問
屋
役
場
支
配

大
問
屋

⑫ 

熊
屋
熊
右
衛
門
殿

と
あ
る
G

尾
道
で
の
問
屋
が
か
り
の
販
売
で
あ
る
が
、
仕
切
書
中
に
記
さ
れ
た
差
引
諸
費
は
、
仲
買
引
・
口
銭
(
役
銀
〉
が
金
額
的
に
は

大
で
、
そ
れ
に
つ
い
で
は
一
俵
に
つ
き
二
分
四
厘
づ
っ
の
浜
引
、
四
厘
づ
っ
の
水
揚
賃
、
す
く
な
い
の
が
六
匁
の
上
荷
賃
で
あ
る
@
湊
胡

銀
は
航
行
運
輸
の
神
撰
料
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
ら
か
に
な
し
得
な
い
@

天
保
年
聞
に
お
け
る
鰯
問
屋
の
成
立
、
蔵
屋
手
船
金
毘
羅
丸
等
の
廻
船
商
売
の
分
析
、
長
田
熊
右
衛
門
の
鰯
廻
船
商
売
の
事
例
等
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
近
世
末
期
の
水
産
物
移
出
は
廻
船
問
屋
の
活
躍
が
中
心
に
な
っ
て
来
た
事
は
確
実
で
あ
る
@
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か
み
が
た

廻
船
商
売
が
、
自
ら
の
廻
船
で
鰯
・
鯛
等
の
水
産
物
を
買
集
め
、
上
方
市
場
等
に
大
規
模
に
販
売
す
る
い
わ
ゆ
る
「
買
積
制
廻
船
」

と
、
島
内
の
鰻
・
師
・
海
藻
・
材
木
な
ど
を
島
内
の
問
屋
か
ら
委
托
さ
れ
て
運
賃
で
本
土
に
輸
送
す
る
か
、
又
は
、
本
土
の
港
に
根
拠
地

を
置
き
、
そ
の
地
の
問
屋
の
委
托
に
よ
っ
て
貨
物
を
輸
送
す
る
い
わ
ゆ
る
「
運
賃
稼
廻
船
」
が
あ
っ
た
ω

安
永
四
年
(
一
七
七
五
)
願
書

に
次
の
如
く
あ
る
ω

御
願
申
上
口
上
之
覚
(
号

一
、
当
島
船
手
之
儀
、
古
来
よ
り
当
地
産
之
薪
・
材
木
・
間
抜
類
積
出
商
売
致
来
侯
処
、
近
年
は
船
数
過
分
ニ
相
増
、
当
地
荷
物
計
り
ニ
て
は
渡
世
難

相
成
候
ニ
付
、
大
船
之
分
は
、
他
国
へ
乗
渡
、
雲
伯
両
国
之
内
ニ
て
米
・
鉄
・
干
鰯
運
賃
積
請
負
、
大
阪
弁
瀬
戸
内
下
関
辺
へ
積
上
リ
、
遠
近
に
随

ひ
運
賃
銭
取
之
、
渡
世
仕
候
船
:
:
:
〈
中
略
)
・
:
水
主
賃
銭
之
儀
、
古
来
よ
り
之
仕
来
も
御
座
侯
得
共
、
近
年
船
数
も
相
増
P

水
主
稀
-
一
御
座
侯
-
一

付
:
:
:
(
中
略
)
船
手
申
合
之
趣
帳
面
一
冊
弁
水
主
賃
銀
差
別
養
一
冊
御
覧
-
一
入
申
侯

右
之
趣
船
手
一
統
御
願
申
上
候
、
宣
十
敷
被
仰
付
可
被
下
侯
、
以
上

安
永
四
年
未
寸
一
月
-

島
後
一
村
々
船
主

大
庄
屋
文
蔵
殿

向

惣

七

殿

年
寄

圧
屋

の
如
く
で
、
既
に
安
永
四
年
に
は
運
賃
積
廻
船
の
活
躍
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
@

従
つ
で
鰯
・
鯛
・
海
藻
等
の
水
産
物
も
買
積
船
の
み
な
ら
ず
運
賃
積
に
よ
っ
て
大
量
に
移
出
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
@

安
永
以
降
、
幕
末
に
い
た
る
廻
船
の
推
移
の
中
で
一
見
、
不
可
思
議
な
現
象
が
見
ら
れ
る
ω

そ
れ
は
、
第
四
表
に
示
す
如
く
、
大
船
の

‘301 

減
少
、
小
渡
海
船
の
増
加
で
あ
る
。

こ
の
事
実
が
如
何
な
る
経
語
的
想
義
を
持
ち
、
水
産
物
流
通
問
題
と
如
何
な
る
因
果
関
係
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
極
め
て
解
明
が
困
難
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大船，小渡海船の変化第4表
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で
あ
る
が
、
そ
れ
へ
の
接
近
の
一
側
面
と
し
て
材
木
の
商
品
化
、
大
船
・
小
渡
海
船
の
推
移
の
意
義
、
水
産
物
商
品
化
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廻
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(1823) 

39 

よぞlt4年

づ

et， 1~ I 

大

総

島

島

係
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
た
い
@

寛
文
九
年
(
一
六
六
九
)
に
隠
岐
で
は
代
官
の
指
示
で
山
林
調
査
が
な
さ
れ
た
ω

こ
れ
は
「
寛
文
九
年
酉
七
月
、
山
林
長
何
町
、
幅
何

長
と
江
戸
8
御
改
-
一
付
、
御
郡
代
小
倉
十
左
衛
門
様
、
島
前
御
代
官
滝
波
与
一
右
エ
門
様
、
島
後
御
代
官
様
高
畑
藤
太
夫
様
御
改
被
成
書
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上
候
」
ハ
習
も
の
で
あ
る
@

貞
享
四
年
(
一
六
八
七
)
の
増
補
陰
州
記
に
は
各
村
の
山
林
事
情
を
記
述
し
て
い
る
が
、
恐
ら
く
寛
文
九
年
の
御
改
の
事
実
を
う
け
て

の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
多
く
の
村
が
「
材
木
・
薪
伐
り
出
し
商
売
に
仕
る
」
と
い
い
な
が
ら
「
今
は
山
中
尽
き
て
、
古
来
の
五
分
一
も

な
し
、
然
れ
共
島
中
第
一
の
山
林
也
」

は
茂
れ
り
」

(
原
田
村
)
と
か
「
古
来
よ
り
良
材
多
し
、
今
は
半
は
尽
き
た
り
と
い
え
ど
も
、
外
の
山
林
よ
り

L
る

〈

み

う

じ

き

お

お

く

い

い

び

(
布
勢
村
)
等
あ
り
、
こ
れ
に
似
た
記
事
は
島
後
の
布
施
・
代
・
久
見
・
卯
敷
・
大
久
・
飯
美
・
郡
等
の
村
々
に
も
み
ら
れ

る
ω

島
前
で
は
焼
火
山
が
森
林
資
源
が
大
で
あ
っ
た
。

右
の
記
事
か
ら
見
れ
ば
、
貞
享
以
前
に
材
木
・
薪
が
多
く
伐
り
出
さ
れ
、
本
土
に
売
り
出
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
、
山
林
資
源
が
往
昔
よ

り
減
少
し
た
と
あ
る
Q

資
料
面
か
ら
明
確
に
木
材
の
商
品
化
・
市
場
・
流
通
機
構
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
が
、
木
材
移
出
の
た
め

積
載
量
の
大
な
大
船
が
必
要
な
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
貞
享
期
に
島
後
の
山
林
資
源
に
恵
ま
れ
た
沿
岸
村
落
に
大
船
が
多
い
こ
と

は
事
実
で
あ
る
ω

文
政
期
の
統
計
で
は
大
船
が
激
減
し
、
小
渡
海
船
が
増
加
し
て
い
る
が
、
右
の
論
理
か
ら
推
せ
ば
木
材
・
薪
の
移
出
の
相
対
量
が
減
少

し
、
重
量
・
容
積
と
も
小
で
、
価
格
の
大
な
水
産
加
工
物
の
移
出
が
盛
ん
と
な
り
、
小
渡
海
船
に
よ
る
運
輸
が
増
加
し
た
の
で
は
な
い
か

と
推
定
す
る
ω

小
渡
海
船
の
分
布
は
貞
享
期
の
大
船
所
在
港
に
お
い
て
も
大
船
消
滅
、
小
渡
海
船
の
発
達
と
い
う
傾
向
を
と
っ
て
い
る
の

で
、
商
品
の
中
心
的
地
位
を
し
め
た
も
の
が
近
世
中
期
の
木
材
か
ら
後
期
に
お
い
て
は
水
産
物
に
比
重
が
う
つ
っ
た
と
推
定
せ
ら
れ
る
ω

303 
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七
、
近
世
後
期
の
本
土
漁
民
の
隠
岐
島
出
漁
と
そ
の
流
通
問
題

化
政
期
以
後
、
隠
岐
島
水
産
物
が
本
土
の
対
岸
市
場
・
遠
隔
地
市
場
に
多
量
に
販
売
さ
れ
、
そ
の
移
出
機
関
は
小
渡
海
船
で
、
販
売
形

態
も
買
積
制
廻
船
商
売
の
他
に
、
運
賃
積
み
出
荷
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
隠
岐
の
水
産
物
移
出
が
単
に
隠
岐
島
生

産
者
と
隠
岐
島
廻
船
商
人
の
み
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
で
な
く
て
、
対
岸
本
土
か
ら
の
入
漁
者
の
出
稼
に
よ
る
も
の
が
相
当
数
あ
っ
た

」
と
は
注
目
に
値
す
る
ω

あ
ご

漁
場
と
し
て
の
隠
岐
島
近
海
が
沿
岸
根
付
の
資
源
は
勿
論
、
鯛
・
鯛
・
鰭
(
飛
魚
)

L
い
ら

・
鱈
(
鰍
)

-
鯵
・
鯖
・
鰯
・
牒
な
ど
の
資
源
が

豊
富
で
、

一
本
釣
(
烏
賊
・
鯛
・
鯛
)
、
延
縄
(
鯛
)
、
四
ツ
弱
り
網
(
鯖
網
と
も
称
し
、
鯖
・
鯵
・
鰯
)
、

手
繰
網
(
繰
)

-
紫
漬
け

(
鱈
)
等
の
漁
法
が
盛
で
あ
っ
た
ω

ま
き
あ
み
安
ん
ち
ゃ
く
あ
み

特
に
四
ツ
張
り
網
は
大
規
模
な
漁
法
で
、
近
代
の
旋
網
(
巾
着
網
)
の
前
駆
的
な
形
態
を
と
る
ま
で
に
技
術
化
さ
れ
て
い
た
@

隠
岐
島
の
水
産
物
が
本
土
市
場
に
大
量
に
出
荷
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
本
土
の
企
業
家
が
、
豊
度
の
高
い
隠
岐
島
へ
の
出
漁
を
企
図
す
る

の
は
自
然
の
傾
向
で
あ
る
ω

隠
岐
島
出
漁
を
早
く
か
ら
企
図
し
た
の
は
杵
築
漁
民
で
あ
る
ω

井
上
文
書
に
よ
る
と
(
号
、

文
化
八
年
(
一
八
一
一
)

九
月
に
二
艇
の

漁
船
が
渡
島
し
、
鯛
漁
に
従
っ
て
、
十
一
月
未
に
そ
れ
ぞ
れ
駄
別
銀
(
中
鯛
二
十
、
鰐
四
十
連
)

一
匁
を
納
め
て
帰
国
し
て
い
る
。
周
年

十
二
月
に
は
伯
州
淀
江
の
船
が
鯖
漁
に
入
漁
し
で
い
る
ω

こ
れ
以
後
は
年
を
追
う
て
、
入
漁
者
が
増
加
し
た
が
、
嘉
永
年
間
(
一
入
四
人

l
一
入
五
三
)
に
は
対
岸
地
区
の
西
は
浜
田
か
ら
東
は

賀
露
ま
で
の
地
区
か
ら
入
漁
が
な
さ
れ
た
@
そ
の
地
区
を
図
化
す
る
と
第
五
図
の
如
く
に
な
る
自
ヨ
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図
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
島
根
半
島
北
浦
地

区
か
ら
の
出
漁
が
多
い
ω

こ
の
地
域
は
隠
岐
同

様
、
岩
石
海
岸
地
域
で
、
沿
岸
資
源
が
豊
富
で
、

近世後期本土から隠岐への出漁地域

漁
場
条
件
は
す
ぐ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
何
故

に
隠
岐
出
漁
が
多
い
の
で
あ
る
か
、

明
治
元
年

(
一
八
六
人
)
辰
十
二
月
の
奉
歎
願
御
事

a)に

よ
る
と
次
の
如
く
あ
り
、
具
体
的
な
事
情
が
判
明

す
る
ω

第5図

(
前
略
)
:
:
:
杵
築
仮
宮
、
中
両
村
之
儀
ハ
、
漁

業
一
円
渡
世
仕
侯
所
柄
-
一
御
座
候
処
、
冬
ニ
至
侯
市

荒
続
適
々
洋
合
有
之
候
所
も
荒
磯
遠
浅
-
一
而
、
思
敷

漁
業
出
来
難
く
、
出
船
致
候
所
-
一
而
茂
如
何
許
之
漁

事
も
無
之
侯
ニ
付
、
其
日
々
之
渡
世
出
来
難
侯
ニ

付
、
先
年
ヨ
リ
船
数
三
十
般
、
船
頭
水
主
共
都
合
弐

百
人
乗
組
、
年
々
九
月
初
旬
よ
り
隠
州
島
前
・
島
後

両
島
渡
海
仕
漁
仕
来
侯
:
:
:
(
中
略
)
:
・
:
・
御
承
知

被
下
候
通
り
、
仮
宮
、
中
両
村
之
儀
者
杵
築
ニ
而

茂
、
西
北
之
端
三
間
漁
業
之
外
稼
之
道
無
御
座
(
中

略
)
歎
ケ
ハ
敷
次
第
-
一
付
、
何
ソ
外
-
一
出
漁
無
之
哉
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ト
色
々
栢
三考
見
侯
共
隠
州
之
外
冬
海
漁
場
無
御
座
侯

下
略

と
あ
る
ω

山
陰
地
方
の
日
本
海
に
面
す
る
地
域
は
い
づ
れ
も
西
北
に
海
を
控
え
、
冬
期
の
季
節
風
を
真
正
面
に
う
け
る
地
域
な
の
で
、
冬

場
の
漁
業
は
荒
天
続
き
で
出
来
な
い
か
ら
、
隠
岐
の
島
前
・
島
後
に
出
漁
し
て
来
た
と
い
う
け
け
で
あ
る
@

嘉
永
六
年
ご
八
五
三
)

従
っ
て
隠
岐
地
区
の
す
べ
て
の
村
々
に
出
漁
し
た
け
け
で
は
な
く
て
、
冬
季
の
北
西
風
の
風
下
の
地
区
に
出
漁
し
た
の
で
あ
る
ω

の
「
杵
築
浦
漁
師
共
当
島
へ
出
漁
之
儀
ニ
付
心
得
之
事
」
翁
〉
に
よ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
@

杵
築
漁
船
毎
年
九
月
よ
り
十
二
月
迄
四
ヶ
月
之
問
、
漁
船
九
般
に
限
り
渡
海
稼
為
致
可
申
事

但
、
矢
尾
村
・
目
貫
村
・
字
屋
村
・
津
戸
村
・
蛸
木
材
・
加
茂
村
・
箕
浦
村
・
岸
浜
村
・
今
津
村
此
九
ケ
村
へ
漁
船
九
般
を
引
請
、

ツ
ツ
差
置
可
申
事
(
下
略
)
:
:
:
」

の
如
く
で
あ
る
@

一
村
限
に
一
般

近世末期杵築漁民の島後への出

漁地

」
れ
を
図
化
す
る
と
第
六
図
の
如
く
で
、
島
後
の

場
合
は
東
南
岸
に
限
定
さ
れ
て
い
る
ω

も
っ
と
も
後

述
の
勝
目
侭
の
出
漁
は
夏
場
で
あ
る
か
ら
西
岸
の
油
井

(
南
方
)

に
那
賀
郡
唐
鐘
浦
(
現
在
浜
田
市
下
府
)

の
出
漁
が
あ
っ
た
@
こ
れ
は
天
保
四
年
巴
の
出
漁
で

次
の
如
く
で
あ
る
ω

差
上
申
宿
手
形
之
事

a)

石
州
那
賀
郡
唐
鐘
浦
徳
左
衛
門
漁
船
船
頭
水
主
三
人
乗

鰭
漁
為
商
売
当
月
廿
五
日
申
刻
、
入
津
仕
候
、
往
来
手

第B図
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形
相
改
侯
処
御
法
度
之
宗
門
之
者
壱
人
茂
無
御
座
候
問
、
為
致
漁
業
被
為
下
侯
様
奉
願
侯
(
中
略
)
:
:
:
若
逗
留
之
問
我
佳
凶
事
等
仕
侯
ハ
ハ
船
頭
水

主
之
儀
ハ
不
及
申
其
上
宿
主
庄
屋
年
寄
迄
茂
如
何
成
越
度
-
一
茂
可
被
仰
付
候
、
出
船
之
刻
ハ
其
節
可
申
上
候
、
為
後
目
的
妙
件

天
保
巳
六
月
越
智
郡
南
方
村

宿
主
年
寄
卯
左
衛
門

圧
屋
庄
左
衛
門

大
庄
屋
伴
左
衛
門
殿

右
願
之
通
逗
島
被
仰
付
被
為
下
侯
様
奉
願
侯

大
圧
屋
伴
左
衛
円

高
畑
藤
太
夫
様

伊
藤
甚
太
夫
様

以
上

張
紙
に
「
往
来
手
形
之
外
ニ
宿
手
形
相
添
可
差
出
可
申
事
」
と
あ
る
ω

第
七
図
号
真
は
そ
の
原
本
で
あ
る
ω

出
漁
者
は
右
文
書
に
示
す

よ
う
に
隠
岐
の
船
宿
を
根
拠
と
し
、
隠
岐
の
問
匡
を
通
じ
て
委
托
販
売
す
る
か
、
半
加
工
し
て
地
元
に
帰
港
し
、
精
製
品
と
し
、

い
づ
れ

か
の
方
法
で
商
品
化
し
た
ω

出
漁
者
が
隠
岐
で
商
品
化
す
る
場
合
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た

a〉ω

「
一
、
鯛
・
烏
賊
何
漁
ニ
テ
モ
地
方
江
取
越
侯
節
、

師
側
ハ
銀
高
-
一
四
分
口
銭
、
鯵
等
ハ
銀
高
三
二
分
口
銭
其
浦
問
屋
へ
栢
立
積
出
シ
可
申
事
。
」

又
、
半
加
工
の
ま
ま
母
港
に
持
帰
り
商
品
化
し
た
Q

す
な
わ
ち
、
前
述
の
杵
築
漁
民
の
出
漁
者
は
多
く
は
杵
築
の
問
屋
よ
り
仕
込
み
を
う

け
て
い
た
の
で
、
次
の
如
く
で
あ
る

az
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(
前
略
)
・
:
右
隠
州
渡
海
出
漁
之
儀
ハ
、
何
れ
茂
難
渋
之
漁
師
共
、
魚
取
揃
候
商
人
共
よ
り
年
々
元
都
(
金
か
)
借
入
、
万
端
累
調
度
、
渡
海
仕
過

半
漁
事
致
候
魚
類
積
帰
売
捌
代
銭
ヲ
以
年
中
、
浦
役
諸
上
納
等
夫
ム
ベ
相
立
、
尚
又
銀
高
よ
り
元
入
借
受
候
分
も
返
済
仕
(
中
略
)
漁
師
共
ハ
大
半
渡
海
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漁
事
引
当
諸
事
繰
合
仕
、
年
中
一
統
、
渡
世
之
足
-
一
仕
:
:
:
」

本
土
側
商
人
の
前
貸
を
う
け
て
出
漁
し
、
責
任
額
を
商
人
側
に
引

渡
す
状
態
で
、
大
半
は
持
帰
っ
て
い
た
事
が
明
ら
か
で
あ
る
ω

出

田中蔵)

漁
民
は
文
化
年
度
よ
り
開
如
さ
れ
、
天
保
年
聞
に
島
後
の
南
方
及

う
え
が
た

び
島
前
上
方
(
南
東
海
岸
地
区
〉
に
、
嘉
永
年
聞
に
島
後
の
東
南

天保4年唐鐘浦漁民の隠岐出漁(原本

岸
に
、
安
政
三
年
(
一
八
五
六
)
に
は
冬
期
の
み
な
ら
ず
夏
期
に

も
出
漁
許
可
さ
れ
、
島
前
・
島
後
の
各
沿
海
村
落
は
い
づ
れ
も
本

土
漁
民
の
出
漁
根
拠
地
と
な
っ
た
ω

従
っ
て
近
世
末
期
の
隠
岐
の
水
産
物
は
隠
岐
島
漁
民
の
他
、
多

数
の
本
土
出
漁
者
に
よ
っ
て
漁
獲
さ
れ
、
商
品
化
さ
れ
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
ω

八
、
結
ぴ

第7図

一
、
離
島
経
済
社
会
が
封
建
的
村
落
共
同
体
を
形
成
し
て
い
る
段

階
で
は
第
一
次
産
業
は
自
給
体
制
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ω

二
、
離
島
が
中
世
の
分
権
的
封
建
体
制
下
に
あ
っ
て
は
分
国
下
に

お
け
る
流
通
形
態
は
成
立
し
得
て
も
全
国
的
規
模
に
お
い
て
の
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流
通
は
不
可
能
で
あ
る
ω

三
、
隠
岐
が
近
世
封
建
体
制
下
に
入
っ
て
流
通
経
済
体
制
下
に
繰
り
こ
ま
れ
た
の
は
明
暦
こ
六
五
五
)
万
治
、
寛
文
期
(
一
六
五
八

l

一
六
七
二
)
の
頃
で
、
木
材
が
大
量
に
売
り
出
さ
れ
、
山
林
資
源
は
貞
享
元
禄
期
(
一
六
八
四

l
一
七

O
三
)
に
は
盛
時
の
五
分
の
一

に
減
少
し
た
ω

こ
れ
は
明
暦
三
年
・
万
治
元
・
三
年
・
寛
文
元
・
八
年
・
延
宝
二
・
七
年
等
の
江
戸
・
京
都
・
東
海
南
海
地
方
の
大
火

及
び
暴
風
雨
災
害
の
復
旧
に
木
材
が
大
量
要
求
さ
れ
、
天
領
の
隠
岐
が
幕
府
権
力
に
よ
っ
て
強
制
的
に
伐
採
、
移
出
が
強
行
さ
れ
た
故

で
あ
る
ω

隠
岐
に
大
船
が
比
較
的
多
数
存
在
し
た
の
は
万
治

l
元
禄
期
で
、
木
材
輸
送
の
た
め
で
あ
る
ω

四
、
離
島
の
水
産
物
が
商
品
化
し
、
且
つ
市
場
拡
大
が
な
さ
れ
る
た
め
に
は
次
の
条
件
を
み
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q

塩
干
加
工
物
で
あ
り
、
大
量
生
産
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
本
土
出
荷
は
距
離
面
と
輸
送
方
法
面
で
生
魚
は
不
可
能
で
あ
る
ω

1 2 

輸
送
手
段
で
あ
る
船
舶
が
、
廻
船
商
売
と
し
て
成
立
し
得
る
帆
船
航
路
の
経
路
中
に
島
が
位
置
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
点
隠
岐
は

3 
西
廻
航
路
の
沖
乗
り
寄
港
地
で
恵
ま
れ
た
ω

商
品
性
の
高
い
水
産
加
工
物
が
生
産
さ
れ
得
る
こ
と
、
隠
岐
は
貿
易
品
の
長
崎
俵
物
(
近
世
で
最
も
商
品
性
高
い
て
鰻
(
こ
れ
も

怠
四

E

俵
物
に
つ
づ
き
貿
易
品
化
し
た
)
、
塩
鯛
・
塩
干
の
鯖
・
鯵
・
鰭
(
飛
魚
)
、
鯛
の
生
産
が
主
で
あ
り
、

E
っ、

そ
の
資
源
が
豊
富

で
あ
っ
た
Q

漁
場
条
件
が
よ
か
っ
た
故
で
あ
る
@

4

流
通
機
構
の
整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
隠
岐
は
も
っ
と
も
早
く
商
品
化
し
た
長
崎
俵
物
の
流
通
機
構
を
規
範
と
し
て
、
行
政

機
関
が
初
期
に
問
屋
業
務
を
な
し
、
後
期
に
い
た
り
商
人
問
屋
、
す
な
わ
ち
廻
船
問
屋
の
活
躍
が
行
な
わ
れ
る
と
い
う
展
開
を
し

309 

た
ω

五
、
隠
岐
の
水
産
物
は
近
世
中
期
以
後
(
寛
文
以
後
)
松
江
城
下
集
中
策
が
取
ら
れ
、
き
び
し
い
集
荷
管
理
統
制
が
な
さ
れ
た
ω

特
に
化
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政
以
後
は
「
隠
岐
宿
」
経
由
の
集
荷
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
、
中
島
屋
武
助
な
る
松
江
藩
御
用
商
人
の
統
制
下
に
あ
り
、
隠
目
附
(
密
告

者
)
等
も
設
置
し
、
藩
権
力
を
後
立
て
と
す
る
商
業
資
本
の
力
が
強
か
っ
た
ω

六
、
米
子
・
境
・
淀
江
は
松
江
の
よ
う
な
強
制
集
荷
策
を
と
ら
ず
、
む
し
ろ
隠
岐
よ
り
の
入
荷
品
に
は
手
数
料
免
除
方
針
を
と
っ
た
の

で
、
隠
岐
の
漁
民
、
廻
船
商
売
人
は
境
、
米
子
等
の
販
売
を
喜
ん
だ
ω

七
、
鯛
・
鱒
等
の
塩
干
物
は
米
子
問
屋
を
通
じ
て
備
中
・
美
作
地
方
に
販
売
さ
れ
た
@

入
、
長
崎
・
下
関
・
尾
道
・
丸
亀
・
大
阪
等
の
遠
隔
地
市
場
へ
の
移
出
品
は
、
塩
鯛
・
鰻
が
主
で
大
型
廻
船
(
大
船
と
称
す
)
の
買
積
制

販
売
が
主
で
あ
っ
た
ω

九
、
買
積
制
商
売
の
外
に
小
渡
海
船
と
称
す
る
百
石
積
以
下
の
帆
船
の
運
賃
積
輸
送
(
委
托
販
売
)
が
近
世
後
期
に
は
盛
ん
に
な
り
、
遠

隔
地
市
場
へ
の
航
行
販
売
も
活
発
化
し
た
ω

一
O
、
本
土
側
漁
民
の
隠
岐
出
漁
は
化
政
以
後
開
始
さ
れ
、
冬
期
操
業
可
能
な
隠
岐
南
東
沿
岸
村
落
が
根
拠
地
で
、
こ
の
販
売
は
隠
岐
島

問
屋
経
由
販
売
が
大
半
、
自
港
持
帰
り
販
売
が
大
半
で
あ
っ
た
ω

幕
末
に
は
夏
期
出
漁
も
許
可
と
な
り
、
島
前
・
島
後
の
沿
岸
村
落
に

は
西
は
浜
田
、
東
は
賀
露
間
の
地
区
か
ら
多
数
の
漁
民
の
出
漁
が
あ
っ
た
ω

従
っ
て
そ
の
流
通
量
は
莫
大
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
数

量
を
詳
に
な
し
得
な
い
。

一
一
、
水
産
物
移
出
と
廻
船
商
売
と
は
密
接
な
相
関
関
係
が
予
想
せ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
理
論
的
に
解
明
す
る
こ
と
は
資
料
面
か
ら
今
後

の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
ω
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